December 8, 2009 
「海中に沈んだ氷期人類の足跡をたどる」 by Yan Lauria
Almond Andel: 海洋研究開発機構JAMSTECのＹａｎ先生に

Almond Andel: 今日はじっくり講義をしていただきますｗ

kichimaru Haystack: ww

Naoyuki Mertel: ＾＾

Solaris Braham: ＾＾

Yan Lauria: では、今日もテキストチャットです。

Yan Lauria: ヘッドホンを付けてないので、ボイスで質問されても聞こえません

Almond Andel: スライドに関してですが

Yan Lauria: はい

Almond Andel: スライドによっては

Almond Andel: 展開に時間がかかるものがあると思います

Almond Andel: 「待てください」と、

Almond Andel: 遠慮なく声をかけてくださいね

Almond Andel: それでは、Ｙａｎ先生

Almond Andel: お願いします

Yan Lauria: はい。

Yan Lauria: 前置きは案内に流れてたと思いますのでいきなり、画面のとおりの内容でいきます。

taichi Debbel: はい

Yan Lauria: この本は、日本語訳がちょっとよくなくて、

Yan Lauria: 英語版のほうが参考文献もちゃんと付いててグッドです

Yan Lauria: 画像も多いし、ちょっと残念な翻訳です

Yan Lauria: さて

Yan Lauria: あれ、どこクリックするんでしたっけ？

Almond Andel: 右側ですよ

Yan Lauria: OK

Nada Altney: ＾＾

Blanchefleur Ghennyn: アイスエイジ(;ﾟωﾟ)

Yan Lauria: 今日はアイスエイジ、というのはちがってて

Yan Lauria: 氷河時代というのは氷床があれば氷河時代なので

Yan Lauria: 現在もアイスエイジです

Yan Lauria: そのうち大陸に氷床が広がっていた時代を

Yan Lauria: 氷期＝グレーシャル・ピオリオドといいます

Yan Lauria: 人間とマンモスが共存していた時代です

Yan Lauria: 見えにくかったら、画面を右クリックするといいかも

Yan Lauria: 読みこみが早くなります

Yan Lauria: いまから５００万年ぐらい

Yan Lauria: 人間の先祖が出現して

Yan Lauria: だんだん進化して

Yan Lauria: 石器を使って、火も使って

Yan Lauria: 会話らしきものを使い始めた最近１０万年の話です。

Yan Lauria: このグラフは気温の推移で

Yan Lauria: だんだん寒くなるにつれて気候の寒暖も激しくなってきて

Yan Lauria: なぜかそれとともに人類もバージョンアップしていきます。

Yan Lauria: このグラフ、みえるかな？

marube Oh: はい

Kobun Footpad: はい

Almond Andel: はい見えます

Solaris Braham: みえます＾＾

Blanchefleur Ghennyn: 大丈夫です、見えています

Yan Lauria: 250万年のうち、人類の脳サイズの推移です

Yan Lauria: どんどん大きくなっていきます。

Yan Lauria: 不思議と思いませんか？

Yan Lauria: 脳が大きくなる方向に進化している

taichi Debbel: そうですねー

Yan Lauria: 突然変異と自然淘汰からすると

Yan Lauria: 脳が大きいのが有利だとはいえ

Yan Lauria: たとえば同じホモ・ハビリスの中でも

Yan Lauria: 徐々に脳が大きくなってます

Yan Lauria: まるでキリンが背伸びしてたら背が伸びたといわんばかり

Yan Lauria: 不連続にジャンプしてるんじゃないです

Yan Lauria: これ、私はなかなか納得できなかったんですが

Yan Lauria: たぶん、遺伝子と個人の能力だけじゃなく

Yan Lauria: 集団として、そして道具をつかって

Yan Lauria: そして言葉をつかって

Yan Lauria: そういうこと全部含めて

Yan Lauria: その集団のなかで頭が大きい人が配偶者を獲得し子供を育て上げれた

Yan Lauria: そういう性淘汰も含めた集団として、そのような選択が進んだんでしょうか

Yan Lauria: これを遺伝子の進化と文化の進化の共進性といいます。
Yan Lauria: （共進性がなかなか変換できなかった＾＾；）

marube Oh: おお

Solaris Braham: おお

Yan Lauria: これが人類の大先祖

Yan Lauria: 右のほうが賢そうな顔になってますね

Solaris Braham: ですねー＜右

kichimaru Haystack: 今でも居そうな・・・・顔

Nada Altney: ですね

Solaris Braham: ｗ

Yan Lauria: それで皆さんが見えたら、いよいよ現生人類のイブ

taichi Debbel: おお

Solaris Braham: お

Naoyuki Mertel: お

marube Oh: 普通っぽい

Blanchefleur Ghennyn: ふむふむ

Yan Lauria: この方がミトコンドリア・イブで有名な現生人類すべてのお母さんです

ikuko Spinotti: ええええ〜
marube Oh: へ～。。。

Blanchefleur Ghennyn: ミトコンドリア・イブ　聞いたことありますねえ

Yan Lauria: 長頭で顔の凹凸が大きい

ikuko Spinotti: おおおおおおおばあちゃん…

Solaris Braham: あはｗ

taichi Debbel: ＾＾

Yan Lauria: ヨーロッパ人にもインド人にもアフリカ人にも共通しますね

Yan Lauria: 日本人というか、モンゴロイドだけ

Yan Lauria: 短頭で平面顔で

Nada Altney: あらら

Yan Lauria: この大おばあさんから外れています

marube Oh: ですね

Yan Lauria: ＳＬで容姿を変更するとき

Yan Lauria: 顔の凹凸が少なくなるようパラメータを動かして

Yan Lauria: なんとなく日本人っぽくすると

Yan Lauria: 意外に日本人的な顔とは凹凸が少ないことが実感できます

Yan Lauria: さて

Yan Lauria: 現生人類＝ホモ・サピエンス・サピエンスは

Yan Lauria: １５万年前から２０万年前のどこかで

Yan Lauria: アフリカで出現します。

Yan Lauria: ところがアフリカの脱出に成功するのは

Yan Lauria: このグラフのように、どうやら8万６千年前らしい

Yan Lauria: これはミトコンドリアの遺伝子系統樹からの遺伝子時計による推測ですが

Yan Lauria: いまでは男系にのみ伝わるＹ染色体でもどうようの結果がでてるそうです

Yan Lauria: 上のグラフのきざきざは気温の推移です

Yan Lauria: 氷期はただ寒いだけじゃなくて、突然の急激な温暖化とその後の寒冷化が繰り返されます

Yan Lauria: 右のほうの最近１万年を見てください

Almond Andel: 間氷期？

Yan Lauria: これがちょうど人類が農耕を始めた時期にあってる

Yan Lauria: そう間氷期

marube Oh: すごく暖かいんですね。。。

Yan Lauria: それで下のグラフは海水準の変化

kichimaru Haystack: あの、気温のメモリが最高-25度でいいんですか？

Yan Lauria: 気温よりはならされてますね

Yan Lauria: あ、これはグリーンランドの気温の推移ですから

kichimaru Haystack: そか

Yan Lauria: 世界の平均気温よりは極端になってると思います

Yan Lauria: 海水準の右端

Yan Lauria: 今の水準になったのが現在から５～６千年前です

Yan Lauria: ちょうどエジプト文明がはじまったころですね

kichimaru Haystack: うんうん

Yan Lauria: 気温は１万年前から安定してても

Solaris Braham: ＾＾

Yan Lauria: 海水准が上がっていくということは

Yan Lauria: まだ大陸氷床が広がってて

Yan Lauria: それが解けるにしたがって

Yan Lauria: 降水分布とかは変化しただろうから

Yan Lauria: 文明＝気温と海水準の安定

Yan Lauria: というのが条件のように見えます。

Yan Lauria: １５万年以上前に出現して、

Yan Lauria: 文明が発達したのは最後の５千年というのは

Yan Lauria: 私は不思議です。

Yan Lauria: その途中に同じぐらい安定した時期があったんじゃないか

Yan Lauria: たとえば一番寒かった

Yan Lauria: この２万年前あたり

Yan Lauria: このときに超古代文明があったというのは

Yan Lauria: ＳＦ界では常識です

ikuko Spinotti: www

Solaris Braham: ｗｗｗ

taichi Debbel: ＾＾

Naoyuki Mertel: ｗｗｗ

Nada Altney: ＾＾

Yan Lauria: それはともかく

Kobun Footpad: 海に沈んでてわからないという期待があるかもですね^^

Yan Lauria: アフリカはアジアと陸続きだったのに

Yan Lauria: なかなか新天地にすぐには進めなかったのは

Yan Lauria: 砂漠とか先住旧人類の脅威とか

Yan Lauria: ちょうどロールプレイングゲームみたいに

Yan Lauria: パワーアップして新天地が広がります

Nada Altney: ほぉ＾＾

Yan Lauria: そのようすをまとめると

Yan Lauria: ビーチコーマー

Yan Lauria: 読んで下さい。

Yan Lauria: ま、このビーチバギーは

Yan Lauria: 水陸両用の高速タイプで

Yan Lauria: ３万年前には南米大陸の南端まで到達していた可能性がある

Yan Lauria: それで

Yan Lauria: まだ日本人の先祖のもう一方のモンゴロイドは

Yan Lauria: まだでてきません

marube Oh: 遅いですね。

Yan Lauria: これが３万年前の植生分布

Yan Lauria: この図と次の図はじっくり見て欲しいです

Yan Lauria: 氷期とはいえ、以外に緑が多いし

Yan Lauria: 大陸氷床はたいしたことないです

Yan Lauria: アフリカを見ると

Yan Lauria: そう

Yan Lauria: アジアと陸続きとはいえ

Yan Lauria: 南北が砂漠です

taichi Debbel: 移動できない

Yan Lauria: だから出アフリカはけっこうたいへんだったわけです

Nada Altney: 隔離されてたんだ

ikuko Spinotti: なるほど

Yan Lauria: それとインドに出たあと

Yan Lauria: インドとヨーロッパの間も隔絶してますね

taichi Debbel: はい

Yan Lauria: インドからヨーロッパに進出するのも大変だったのが想像できます

Yan Lauria: 昔はアフリカからまずヨーロッパに進出して

Yan Lauria: そこで知性を向上させてから

Yan Lauria: 世界に広がったと考えられたけど

Yan Lauria: それは順序がまちがってたわけです

Yan Lauria: こういう状態で一気に南米南端まで広がったらしい

Yan Lauria: それが

Yan Lauria: これが最寒冷期

Yan Lauria: ２万年前です

Yan Lauria: アフリカを見てください

Yan Lauria: 北も南も砂漠で

Yan Lauria: ほとんど絶滅しかけるほど厳しかったのが分かります。

Kobun Footpad: 住む所が激減してる…

Yan Lauria: 人類の祖先がなぜかアフリカで誕生してきたのは

Yan Lauria: ＳＦ界ではモノリスがあったから

marube Oh: ｗ

kichimaru Haystack: ww

Yan Lauria: というのが定説ですが

Solaris Braham: ｗ

panda Kidd: 万能だ、モノリスｗ

Yan Lauria: そうではなく、

taichi Debbel: あは

Yan Lauria: この厳しい牢獄がニュータイプを生み出したのかもしれない

Blanchefleur Ghennyn: なるほど、適応すべく進化してきたということですか

Yan Lauria: 一方、いったんアジアに進出したビーチバギー連中は

Yan Lauria: けっこう快適そうですね

Yan Lauria: 陸地も広がってる

Yan Lauria: これが最寒冷期です

Yan Lauria: さて、ここで何が起こったのか、モンゴロイドの話

Yan Lauria: これをよく読んでください

Yan Lauria: いいでしょうか？

marube Oh: はい

Nada Altney: はい

Almond Andel: はい

Yan Lauria: つまり、モンゴロイドの起源には謎があります

Yan Lauria: この極端な平面顔は本来ならニュータイプといっていいぐらい

Yan Lauria: アムロがどこで誕生したか

Yan Lauria: ここで遺伝子浮動という話

Yan Lauria: この絵は

Yan Lauria: みえたかな？

Nada Altney: はい

taichi Debbel: はい

marube Oh: はい

Kobun Footpad: OKです

Blanchefleur Ghennyn: 大丈夫です

Yan Lauria: 一定の人口、つまり食料が一定だとして

Yan Lauria: そういう周りから隔絶された地域で世代交代が進むと

Yan Lauria: 別に突然変異とかいった進化というほどでなくても

Yan Lauria: どれかひとつの特徴に偏ってしまう

Yan Lauria: これが世界各地で人種がそれぞれ特徴を備える理由です

Yan Lauria: どの特徴に偏るかは

Yan Lauria: 偶然だけでなく

Yan Lauria: やはり文化もからんだかもしれません

Yan Lauria: 皮膚の色とか

Yan Lauria: あごのサイズは

Yan Lauria: 日照や食生活で比較的簡単に変わるので

Yan Lauria: それは無視して

Yan Lauria: つまり人の顔の上半分の凹凸だけに着目すると

Yan Lauria: 北方モンゴロイドだけが極端な平面顔になったのは

Yan Lauria: この遺伝子浮動が強烈に働くような特殊な環境があったんでしょうか？

Yan Lauria: ちょうどアフリカの砂漠の牢獄のように

Yan Lauria: アフリカではそれが起こりやすい環境だった

Yan Lauria: それがモノリスの代わりをしたとしたら

Yan Lauria: モンゴロイドにとってのモノリスは？

Yan Lauria: この絵が、今回の最後の絵

Yan Lauria: インドシナあたりに大陸が広がってますね

Yan Lauria: 西村説としてはこの場所に超古代文明があって

Yan Lauria: 海中に沈んだということになります

marube Oh: ほ～

kichimaru Haystack: ムーでっすか？

Yan Lauria: その超文明のもとでは

Solaris Braham: ほー

ikuko Spinotti: 初耳です

Yan Lauria: 平面顔がもてたんでしょう

Yan Lauria: マンガが流行ってて

Yan Lauria: マンガのヒロインが人気絶大で

Yan Lauria: それで・・・・・

Nada Altney: ^＾

ikuko Spinotti: あるいは宇宙人による遺伝子操作(^^;

Yan Lauria: といいたいところですが

midori Paulse: （どなんでしょうねぇ。。。シベリアが極端に寒かったので、凸凹を減らし平面顔になることで表面積を減らして、熱の放散を少なくする淘汰圧って、単純だけど魅力的ｗ）

Yan Lauria: あるいは寒冷化のなかで北方から脱出する一族が厳しい逃避行を続けるなかで

taichi Debbel: 太陽による日焼けの影響かも

Yan Lauria: ミドリさんの説が通説ですが

Yan Lauria: なぜヨーロッパ人は平面顔にならなかったんでしょうか？

Yan Lauria: 同じ最寒冷期に

taichi Debbel: 白いと太陽光が必要？

Yan Lauria: たぶん、モンゴロイドの起源は北方でしょう

taichi Debbel: ビタミンの影響が出る

Yan Lauria: 肌の色は数千年で変化しちゃいますから

marube Oh: ヨーロッパ人は寒くなくて日照時間が少ないところに居た？

Yan Lauria: それは考えないほうが単純では

taichi Debbel: そうなんですか

Yan Lauria: 肌の色とあごは考えない

taichi Debbel: ぶ

Yan Lauria: 短期間で変化しすぎる

Yan Lauria: それで

Yan Lauria: このような急激な温暖化で各地に氷床の湖の決壊による洪水が

Yan Lauria: 起きたりする時代に

Yan Lauria: それで

Yan Lauria: 問題のモンゴロイド

Yan Lauria: 北方で２万年前に出現したとする

Yan Lauria: すると２万年前のアジアに化石が見つからないといけないがほとんど見つかっていない

Yan Lauria: そのくせ南北アメリカ大陸には２万年前のモンゴロイドの遺骨が見つかってる

Yan Lauria: なぜアジアの２万年前にモンゴロイドの遺骨がほとんど見つからないのか

taichi Debbel: 海のしたに？

Yan Lauria: それはスンダランドとともに海中に沈んだ？

marube Oh: アメリカから来た？

Nada Altney: アメリカから出戻りとか

midori Paulse: （逆輸入ｗ）

Solaris Braham: ｗ

Yan Lauria: それじゃ平面顔と厳しい寒さの話とはあわない

kichimaru Haystack: しかし石器類は見つかってますね

Yan Lauria: つまり、モンゴロイドはなぞというわけです

Solaris Braham: なるほど・・・

Yan Lauria: 石器は誰が使ったのか区別が付きますか？

taichi Debbel: 海岸で生活する民族だったと？

midori Paulse: （ここで、ドローの法則もってきちゃ、反則？　凸凹顔って形質を失うと、二度と戻らない・・・）

Yan Lauria: 竹を多用したかもしれないし

Yan Lauria: おおー

Yan Lauria: ドローの法則か

Yan Lauria: 手足が短いのは近親相姦が・・・って話はほんと？

Yan Lauria: ネオテニー説もあります

Yan Lauria: とにかく、モンゴロイドは謎

Yan Lauria: しかも、モンゴロイドは多人種を掃討せずに混血した

Yan Lauria: 掃討してれば、モンゴロイドはニュータイプとして定義されたかもしれない

midori Paulse: （ネオテニーなら、ちゃんとした環境を与えれば、ちゃんと成長した個体が得られるでしょ・・・あ、それが最近の日本でｗｗｗ）

Yan Lauria: 人類の進化って、そんなところが実態だったんだろうか？

Nada Altney: 成長するのかなぁ

Yan Lauria: ちゃんとしていない厳しい環境がどう関係したかですね

Yan Lauria: ということで、このまとめ

midori Paulse: （ウーパールーパー思い出していましたｗ）

Nada Altney: ｗ

Yan Lauria: 謎は謎のまま

Solaris Braham: （私もウーパー思い出してましたｗ）

Yan Lauria: なんか新情報あったら教えてください

Yan Lauria: 耳学問の西村屋でした。

Yan Lauria: 以上です＾＾

kichimaru Haystack: おつかれさまー

panda Kidd: ありがとうございました～

marube Oh: ぱちぱち

midori Paulse: おもしろかったぁ

Solaris Braham: おつかれさまー

Nada Altney: ありがとうございました

Blanchefleur Ghennyn: お疲れ様です

Yan Lauria: どうもありがとうございました

Annan Yoshikawa: ありがとうございました

taichi Debbel: ハイ有り難うございました

Nada Altney: 最初の方のグラフで、脳の容積が現生人類だけ右下がりなのが心配ｗ

ikuko Spinotti: おもしろかったですー、ありがとうございました

Kobun Footpad: おつかれさまです

Naoyuki Mertel: ありがとうございました＾＾

panda Kidd: 右肩下がりでしたよねｗ

Almond Andel: おつかれさまでした。

Yan Lauria: 神経細胞の発達がポイントですが

ikuko Spinotti: あ、それ、私も気になりました、右肩下がり

Nada Altney: 我々に明日はない？

Takasan Andel: おつかれさまでした

Yan Lauria: 小顔が流行っているので、ますます

kichimaru Haystack: ははは

Nada Altney: ですねｗ

Yan Lauria: 脳容積は縮小する？

Almond Andel: ｗ

Nada Altney: 運動による刺激もへってるし

kichimaru Haystack: 一つ気になる事

Yan Lauria: そうです

panda Kidd: シワは増えて、表面積は増えているかも。＞脳

Yan Lauria: はい？

kichimaru Haystack: あるんですが

Almond Andel: 時間が時間なので、来週予告だけさせていただいて、質問のあるかたなどのセッションにうつりたいと思います

Almond Andel: 一応、しめさせてくださいね

Yan Lauria: はい

Almond Andel: 来週のキラカフェはフリートークです

kichimaru Haystack: はい

Almond Andel: みなさん集まって、

Almond Andel: ざっくばらんなお話をしたいと思います

Almond Andel: Ｙａｎ先生の科学講座次回は

Almond Andel: 1月12日で

Almond Andel: SL世界の物理法則その2　風と雲

Almond Andel: ということで

Almond Andel: お話いただけると聞いています

Almond Andel: 詳しくはウェブ

Almond Andel: Ｋｉｒａｊａｐａｎ．ｏｒｇ

Almond Andel: をご覧ください

panda Kidd: kirajapan.org

Almond Andel: 以上ですｗ

Almond Andel: （ありがと）

taichi Debbel: パチパチ

marube Oh: ぱちぱち

panda Kidd: ありがとうございましたー

Almond Andel: 質問のあるかた、

Takasan Andel: ぱちぱち

Yan Lauria: きちまるさんの質問の前に宣伝

Almond Andel: yannさんおつかれでなかたったら

Almond Andel: よろしくおねがいします

Yan Lauria: 外にＡｂｙｓｓ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙのパネルが立ててあります

Yan Lauria: タッチするとノートカードがもらえますので、そのＬＭでぜひ見に来てください。

Yan Lauria: http://chikyu-to-umi.com/abyss/

Yan Lauria: 凄いことになっています。

marube Oh: すばらしいとりくみですね

Yan Lauria: 宣伝終わりです。

panda Kidd: 西側の、出口でてすぐですね

Yan Lauria: で、きちまるさん？

kichimaru Haystack: 砂漠は移動できないという流れでしたが、河川は沿いの移動は可能では？＞＞ナイルのような

kichimaru Haystack: 河川沿い

Yan Lauria: もともと北ルートで脱出したというのが定説でしたが

kichimaru Haystack: 大体文明は大河と関係してるし

Yan Lauria: ミトコンドリアとＹ染色体の遺伝子系統樹によると

Yan Lauria: 北に脱出した連中もたぶんいたんでしょうが

Yan Lauria: なぜか現在はその子孫は生き残っていない

Yan Lauria: どこかで絶えちゃった。

Yan Lauria: ほんの数十年前かどうかは分かりません

kichimaru Haystack: なるる

Yan Lauria: 前回の間氷期に北に脱出するほうがずっと簡単なように見えますが

Yan Lauria: 脱出した先の先住旧人類が強すぎた？

Yan Lauria: 結局、裏口から脱出した方が生き延びたのかも

taichi Debbel: ナイル河が今の位置かどうかわかりませんものね

panda Kidd: 水辺で伝染病でも、蔓延したかもしれないですしね・・・。

Nada Altney: 大河があると、川を遡るグループと渡るグループに分かれそうですね

Yan Lauria: そう

ikuko Spinotti: 裏口というと、どこから脱出したんですか？

marube Oh: なるほど

midori Paulse: わたしは渡るｗ

kichimaru Haystack: それと、2万年前の石器はモンゴロイド以外に考えられますか？

Yan Lauria: 紅海の南端

kichimaru Haystack: 日本で見つかってる

ikuko Spinotti: なるほどです

Yan Lauria: ２万年前にはアジア大陸に広く人類は行き渡ってますね

Yan Lauria: 河川をさかのぼって内陸に進出しています

Yan Lauria: モンゴロイドとはかぎらないんじゃないですか？

kichimaru Haystack: そか

marube Oh: モンゴロイドかもしれない。。

Yan Lauria: 遺骨を見ないと

marube Oh: なるほど。

kichimaru Haystack: 他の可能性もあれ運ですね

kichimaru Haystack: あるんですね

marube Oh: 質問いいですか？

Yan Lauria: はい？

marube Oh: 地図にアメリカ大陸がはいってなかったのには

marube Oh: 意味があるんですか？

Yan Lauria: ありません。

marube Oh: ありがとうございます

Yan Lauria: はい＾＾

Nada Altney: ＾＾

Almond Andel: ニュータイプ、というのは

Yan Lauria: はい？

Nada Altney: （私も気になっていた＞アメリか

Almond Andel: どういう定義で使われてます？

Yan Lauria: そこですね

Yan Lauria: 遺伝子浮動による偏りと

Yan Lauria: 新人類として分類される境界というのは

Yan Lauria: どこまで意味があるのか

Yan Lauria: 同じホモ・ハビリスでもどんどん変わっていったわけですから

Nada Altney: 交配が不可能だと完全に分かれますが

Yan Lauria: ここではニュータイプは高い能力の獲得に限らず

panda Kidd: ・・・富野的な分類をイメージしていましたｗ

Yan Lauria: その前から大きく特徴が変わるのも

Yan Lauria: ニュータイプではないかと

Solaris Braham: （ぱんださん・・・ｗ

Almond Andel: なる・・

Yan Lauria: ただし共存・混血していると

kichimaru Haystack: 後一ついいですか？

Yan Lauria: 前種族が掃討されない限り

Yan Lauria: 新人類に分類されない

Yan Lauria: それだけの違いじゃないかと

Yan Lauria: はい、きちまるさん？」

kichimaru Haystack: 最近耳にした説で＞最寒冷期にヨーロッパから北米に移住したこんせきがあるとか

kichimaru Haystack: 旧石器が見つかってるんです＞＞北米で

kichimaru Haystack: ヨーロッパタイプの

Yan Lauria: 遺伝子系統樹的には不利な説のようですが

Yan Lauria: この世界はドンデン返しが多いので

Yan Lauria: 新しい論文が出れば

kichimaru Haystack: 海面の氷の範囲が

kichimaru Haystack: 意外に広くて

Yan Lauria: ただ、マイナーな存在だったのは確実です

kichimaru Haystack: 獲物を追ってわたったとかです

Yan Lauria: ベーリング海側からきたのが大勢なのは間違いないと思います

kichimaru Haystack: 反対側でもあり得るという説らしい

Yan Lauria: 反対側もありうるけど、それは大勢ではない

kichimaru Haystack: あり得るんですね・・・

Yan Lauria: マイナーな例外はいくらでもあるし、その子孫は数十年前まで生きてたかもしれない

kichimaru Haystack: はは

Yan Lauria: お墓をぜんぶあばいて系統樹を作れば

kichimaru Haystack: お墓が無い民族もいる＞＞考古学泣かせ

Yan Lauria: ちなみに、ネアンデルタール人のミトコンドリアは採取されてて

Yan Lauria: 現生人類にはその痕跡が見つかっていない

marube Oh: ほ～

Yan Lauria: それも全ゲノムで分析すれば痕跡が見つかるかもしれない

midori Paulse: （お酒強さ、下戸遺伝子も指標になってるのねーーー、おもしろーい）

Yan Lauria: うんうん＾＾

taichi Debbel: では移動します

Solaris Braham: おつかれさまでした＾＾

Yan Lauria: はい、おつかれさま

marube Oh: おつかれさまでした～！

panda Kidd: またー

taichi Debbel: 在り難うございましたー

Naoyuki Mertel: おつかれさまー

Kobun Footpad: おつかれさまでした

Yan Lauria: ありがとうがざいました

marube Oh: 次回も楽しみにしています

Almond Andel: おつかれさまでした

taichi Debbel: 楽しかったです

Nada Altney: おつかれさまです

Yan Lauria: 宿題、考えておいてくださいね

Takasan Andel: では、私も失礼します。ありがとうございました。

taichi Debbel: ＾＾

Yan Lauria: 落下速度と装着物の影響

Solaris Braham: おつかれさまでしたー

marube Oh: あ・

Naoyuki Mertel: それでは、失礼します～。またです＾＾

marube Oh: 宿題。。。

Yan Lauria: さよなら

kichimaru Haystack: それではこれで失礼します

Almond Andel: おつかれさまでした

marube Oh: では～。

Annan Yoshikawa: 失礼します。おやすみなさい

kichimaru Haystack: おつかれさま

Yan Lauria: ごくろうさま

ikuko Spinotti: ありがとうございました、お先です

Solaris Braham: Blancheさん

Yan Lauria: これでお開きですね＾＾

Almond Andel: そうですあね

Solaris Braham: ぱんださん

Blanchefleur Ghennyn: お疲れ様でした

Almond Andel: 長時間にわたり

Solaris Braham: この間

Almond Andel: ありがとうございました

Nada Altney: ありがとうございました。

Solaris Braham: カフェでお話した方

panda Kidd: おぉ

Solaris Braham: Blancheさんです

panda Kidd: 初めまして、こんばんは

Almond Andel: そうだ。

Blanchefleur Ghennyn: こんばんは　初めましてパンダさん

Almond Andel: 水曜、明日の9時から

midori Paulse: んーーー、ミトコンドリア・イブがいるなら、下戸イブもいそうですねぇ・・・

Almond Andel: pandaさんの

Almond Andel: フリートークがありますので

Solaris Braham: 下戸イブおもしろーいｗ

Almond Andel: ぜひ、いらしてください

panda Kidd: おぉ、水曜２１時からも、テーマフリーのフリートークやってまーす。場所はここでーす。

Nada Altney: ｗｗ

panda Kidd: 先週は、小学校の英語教育について、熱く話し合いました！

Nada Altney: それでは私も失礼します

Almond Andel: /lease

Nada Altney: ありがとうございました

Solaris Braham: おつかれさまでした＾＾

Kobun Footpad: ありがとうございました。私も移動します

Blanchefleur Ghennyn: お疲れ様ですー

Solaris Braham: こぶんさんおつかれさまー

midori Paulse: わたしも、かえって寝まーす。。。お疲れ様でしたぁ・・・・おもしろかったでーす

Solaris Braham: お疲れ様、いい夢を～

Almond Andel: お疲れ様でした

Yan Lauria: はい、それじゃ私も

Almond Andel: ありがとうございました

Solaris Braham: ありがとうございました、おつかれさまでした

panda Kidd: Blanchefleurさん、こんな感じで毎週色々なテーマで、講演会やったりトーク企画やったりしています

Blanchefleur Ghennyn: ありがとうございました。興味深かったです

Almond Andel: また、おいでください

Almond Andel: ｗ

Blanchefleur Ghennyn: 面白かったのは、脳の容量が

panda Kidd: よかったら、ソラリスさんと一緒に、明日もぜひｗ

Solaris Braham: もちろん明日も顔だしますよｗ

Almond Andel: 脳の要領が？

Blanchefleur Ghennyn: 段階おいて、５００ｍｌずつ増えてたいたことかなあ

Blanchefleur Ghennyn: ３段階に分けていたじゃないですか

Almond Andel: はは

Blanchefleur Ghennyn: 最初はちょっと忘れたけど、火の使用と言語でしたか

Solaris Braham: 何かの大きな発展があると、脳の容量ふえてるってかんじでしたね

Blanchefleur Ghennyn: 勿論大きな変化として３つ取り上げられたのでしょうけど

Almond Andel: 集団としての生活、

Almond Andel: 道具を使う

Almond Andel: 言葉を使う

Almond Andel: でしたかね

Blanchefleur Ghennyn: なるほど

Blanchefleur Ghennyn: ここでいう集団での生活は、家族単位ではなく

Almond Andel: 順番ではないかもですが

Blanchefleur Ghennyn: コミュニティとしてでしょうかね

Almond Andel: そうでしょうね。

panda Kidd: ＾＾

Almond Andel: 社会性ということでは

Almond Andel: ないでしょうか

Blanchefleur Ghennyn: なるほど

Almond Andel: 頭、つかいますもんー

panda Kidd: じゃぁ私も、失礼しますねー、またー

Solaris Braham: ぱんださんおつかれさまでした

Blanchefleur Ghennyn: 今日はありがとうございました

Almond Andel: わたしも失礼しますね

Almond Andel: おやすみなさい。

Almond Andel: また！

Blanchefleur Ghennyn: お疲れ様ですー

Solaris Braham: おつかれさまー
